
社協は、住民の参加により福祉の 

まちづくりをすすめる民間組織です 
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社会福祉法人川崎市幸区社会福祉協議会 
川崎市幸区戸手本町１-１１-５ 川崎市さいわい健康福祉プラザ内  TEL 556-5500 
小　林　　　豊　　　　編集人　萩　原　保　夫 
野崎印刷紙器株式会社 

幸区の社会福祉 

　
人
口
の
伸
び
が
減
少
に
転
じ
少
子
高
齢
化

が
加
速
す
る
中
で
、
社
会
福
祉
を
め
ぐ
る
情

勢
も
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
と
く

に
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
、
自
立
支
援
法

の
施
行
等
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
が
出
来
つ

つ
あ
る
中
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら

れ
る
要
望
に
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
会
に
お
い
て

は
、
２
年
目
に
は
い
る
指
定
管
理
者
制
度
で

の
老
人
い
こ
い
の
家
、
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
の

施
設
運
営
は
、
事
業
運
営
の
充
実
に
対
す
る

期
待
も
高
ま
り
こ
れ
に
応
え
る
取
組
み
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
い
わ
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
利
用
者
の
希
望

に
あ
わ
せ
た
い
っ
そ
う
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

本
年
度
は
本
会
の
「
第
２
期
幸
区
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
が
実
施
段
階
に
移
行
し
て
２
年

目
を
迎
え
、
平
成
１８
年
度
に
設
立
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
住
民
の
福
祉
活
動

へ
の
参
加
促
進
機
能
を
果
た
す
こ
と
や
、
住

民
活
動
交
流
拠
点
の
モ
デ
ル
立
ち
上
げ
等
、

重
要
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
進
め
る
こ
と

で
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
よ
り
住
民
の
間
に

知
ら
れ
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
輪
が
さ
ら

に
広
が
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

平
成
平
成
１９
年
度
年
度  

事  

業  

計  

画 

平
成
平
成
１９
年
度
年
度  

事  

業  

計  

画 

平
成
１９
年
度  

事  

業  

計  

画 

● 会員の増強、賛助会員の募集 
● 「第２期地域福祉活動計画」の進行管理 
 と委員会の開催 

区社協組織・運営強化 �
● 生活福祉資金の貸付 

低所得者等援助活動 �

● ボランティアセンターの基盤整備と 
 事業の充実 
● ボランティア団体への支援 

ボランティアセンターの運営 �

● 移送サービス事業の実施 
● 要介護者生活支援ヘルパー派遣事業 
 （川崎市委託）の実施 
 

在宅福祉活動の推進 �

● 総合的な相談に対応できる資料の収集 
 と情報の提供 
● 相談を通した住民の福祉ニーズの把握 
 

総合相談対応の充実 ��

● 福祉パルさいわいの管理運営 
● 神奈川県共同募金会が行う 
 共同募金運動に協力 

その他の事業 ��

● 「幸区の社会福祉」、区社協通信の発行 
● ホームページの開設 

広報・啓発および情報提供 �

● 地区社協連絡会議、役員研修会の開催 
● 住民活動交流拠点の開設 

地区社協の支援 �

● 子育てグループ交流会、子育てグループ 
 講演会への参加・協力 
● 地区社協が実施する子育て支援事業への援助 

子育て支援 �

● さいわいデイサービスセンターの安定運営 
● さいわい健康福祉プラザ及び老人いこいの 
 家管理運営と内容の充実 

高齢者福祉事業 	

● 区内の障害者作業所等、施設関係者との 
 情報交換の場の開催 
● 当事者団体の支援 

心身障害児者童福祉事業 




（2）平成 19 年 6 月 1 日 

「
住
民
交
流
活
動
拠
点
」
を
!!  

 

幸
区
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長  

小
　
林
　
　
豊 

ご
あ
い
さ
つ 

　
区
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ

か
ら
本
会
の
事
業
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
は
本
会
の
「
第
２
期
地
域
福
祉
活
動

計
画
」
の
実
施
初
年
度
に
あ
た
り
、
「
幸
区
社
協
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

区
民
の
皆
さ
ま
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
活
動
が
こ

の
セ
ン
タ
ー
に
結
集
し
『
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』
が

実
現
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
福
祉
パ
ル
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
発
揮
す
る
た
め
に
活
動
し
や
す
く
整
備
し
、
新

た
に
パ
ソ
コ
ン
も
設
置
い
た
し
ま
す
。
資
料
づ
く
り

や
情
報
収
集
が
で
き
ま
す
の
で
、
大
い
に
ご
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

　
本
年
度
は
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
な
ど
を
借
用

し
、
地
域
で
誰
も
が
気
軽
に
集
い
交
流
で
き
る
活
動

拠
点
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
活
動
計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
調
査
で
、
地
域
で
孤
立
し
て

生
活
し
て
い
る
住
民
が
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な

り
、
そ
の
対
策
と
し
て
新
規
事
業
と
し
て
取
り
組
む

も
の
で
す
。
地
域
の
ご
協
力
と
関
係
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
後
も
誰
も
が
安
心
し
て
こ
の
幸
区
で
住
み
続

け
ら
れ
る
よ
う
事
業
を
す
す
め
て
ま
い
る
所
存
で

す
。
区
民
の
皆
さ
ま
、
関
係
機
関
・
団
体
の
関
係

各
位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

その他（繰越金等）　15%

会費・賛助会費　5%

共同募金配分金収入 　9%

寄付金　 1%

補助金 　4%

共同募金配分事業 　12%

法人運営事業　10%

地域・在宅・ 
ボランティア振興・ 
調査・企画広報等事業 
10%

助成・金品 
援護事業 
4%

受託事業収入 
27%

さいわいデイサービス事業 
介護保険収入　39%

受託事業 　28%

さいわいデイサービス事業 　36%

平
成
平
成
１９
年
度
年
度  

予  

算 

平
成
平
成
１９
年
度
年
度  

予  

算 

平
成
１９
年
度  

予  

算 

赤い羽根募金の配分先
平成１８年度“赤い羽根募金”運動では、区民の皆さまのご協力をいた
だき、１５,７７０,０９２円の募金実績をあげることができました。 
　神奈川県共同募金会では３月に配分委員会を開き、県下の社会福祉
施設・団体等への配分額を決定しました。このうち、幸区内の施設・
団体等への配分は次のとおりです。 

すずらんの家  地域作業所 490,000円 

コミュニティー・プラザみゆき  地域作業所 610,000円 

特定非営利法人 たすけあい　はなもも 家事介護事業 300,000円 

みゆきゆかりの会  配食活動ボランティアグループ 100,000円 

社会福祉法人 川崎市幸区社会福祉協議会  6,935,000円 

 配分額合計  8,435,000円 

一般会計歳出予算 
�����������円 

一般会計歳入予算 
�����������円 




